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                              審判委員会男女審判部 
 
ＦＩＧ2006 年版採点規則により、従来、慣れ親しんできた 10 点満点が廃止され、審判

の分業体制が採られるなど、体操競技の新しい方向性が示された。とはいえ、本大会は小

学生の愛好者を増やすために、運動の難しさを追求するものではなく、基本技術の習得と

体操的な美しさを求めると同時に体操の楽しさを知ってもらう「競技の普及を目的とした

大会」である。よって、ＦＩＧが提唱する体操競技のあり方を理解しつつ、現行の採点規

則を一部流用しながらも大会独自の採点規則を定める必要性がある。 
そこで、本大会はこれまでの 10 点満点を継承しながら、選手の能力に見合った演技構成

をもってその実施を中心に評価する、いわば「出来ばえを競う大会」とする。特に、加点

領域を設け、選手の良いところを見い出しながら、良心的かつ教育的な評価を下し、体操

競技に対する興味と関心を高めることを主旨、目標とする採点規則を定めた。 
具体的には、演技要求は６要素とし、Ａ難度未満の技も認める。もちろん、Ｂ難度以上

の技も認めるが、これは難度志向に走ることを推奨する訳ではない。また、短い演技に対

する実施領域の減点は適用しない。すなわち、１技～５技くらいの演技であっても、その

実施に対して忠実に、できるだけ高い評価を与えることとする。要するに、本大会の主旨

を踏まえ、小学生愛好家が将来にわたって体操を続けて行く意欲をもたせることができる

規則とした。 
なお、この規則に記載されていない規則については、現行の採点規則が準用されること

となるが、選手にとって有利な措置、評価になるよう臨機応変な対処を行うこととする。 
 
                             
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



全国小学生体操競技大会適用規則 （男女共通）  

 

Ⅰ．採点の基本方針  

１．大会の主旨にのっとり小学生の発達過程において、技の難度にとらわれるこ

となく演技実施を重視した評価をする。 

２．演技が美しくのびのびと正しく行われているか、その演技実施の習熟度を評価 

する。 

３．演技の良い部分に対しては、積極的に加点する。  

Ⅱ．演技の採点  

第１条 演技の原則  

１．演技内容は選手の能力に相応していなければならない。  

２．演技は理にかなったやり方で、美しくのびのびと実施されなければならない。  

第２条 得点の構成および価値部分の要求  

１．ゆか、円馬、鉄棒、段違い平行棒（単バー）、平均台の演技は、  

次の配点により構成される。  

・演技は次の採点要素によって構成される。  

ａ）価 値 部 分   ３，００  

ｂ）演 技 実 施   ６，００  

ｃ）加 点      １，００  

可能な最高得点  １０，００  

２．価値部分の要求  

・価値部分で最高点を得るために、跳馬以外の種目において次の要求を満たさ

なければならない。  

６つの価値部分（１つの価値部分につき０，５０×６部分＝３，００） 

・現行の採点規則の難度表に記載されていない 技も価値部分として認める。 

（女子は変更規則で認められている技とする。） 

・難度表に記載されていない技の例  

ゆ か （ロンダート、前転、後転、開脚前転・後転、等）   

鉄棒（逆上がり、足かけ上がり、棒下振り出し、等）  

段違い平行棒（単バー）（前振り１／２ひねり（水平以下）） 

第３条 演技の構成要素  

１．価値部分と繰り返しの認定  

・ゆか、鉄棒、段違い平行棒（単バー）、平均台において同一技は２回 

（１回の繰り返し）まで価値部分として認める。  

・同一技が３回以上実施された場合は、３回目からは価値部分として認定しな 

い。ただし、繰り返しにする減点はしない。同一技が３回以上連続された場 



合も同様に減点しない。  

・難度表の同一番号の技であっても、姿勢などが異なるものは別の技とする。 

２．実施される価値部分は、以下の要素を考慮する。ただし、要素不足に対する 

減点はしない。  

男 子  

ａ）ゆ か  

・倒立、バランス技、柔軟性を表現する技、回転系の技  

・演技時間：５０秒以内（時間の超過に対する減点はしない）  

ｂ）円 馬  

・閉脚の両脚旋回を主体とし、開脚旋回など円馬上で実施可能な技 

・円馬においては同一技の繰り返し制限を適用しない。例えば、両脚旋回６回 

以上連続もすべて価値部分として認める。 

ｃ）鉄 棒  

・懸垂振動技、鉄棒に近い技、終末技  

女 子  

ａ）段違い平行棒（単バー）  

・振動技、支持回転技、終末技 

・高バーのみ、低バーのみ、あるいは移動を認める。  

ｂ）平均台  

・ダンス系の要素、アクロバット系の要素、終末技  

・演技時間：６０秒以内（時間の超過に対する減点はしない）  

ｃ）ゆ か  

・ダンス系の要素、アクロバット系の要素 

・演技時間：６０秒以内（時間の超過に対する減点はしない）  

・音楽の伴奏は可とする 

第４条 演技実施（欠点と減点）  

小欠点 ０，１  

中欠点 ０，２  

大欠点（落下、転倒、ｅｔｃ．） ０，３  

・鉄棒、段違い平行棒（単バー）において構成上必要な停止・中間振動は、そ

れが正しい技捌きで美しい姿勢により実施された場合は減点の対象とはしな

い。 

第５条 加 点  

優れた実施に対して１，００まで加点を与えることができる。  

ａ）様々な要素の美しい姿勢や表現に対して 

・つま先、膝、腕や頭の保ち方、体線、つま先立ち、等  



ｂ）技や組み合わせの正しい実施に対して 

ｃ）のびのびとした勢いのある実施に対して 

ｄ）着地が止まることに対して 

第６条 跳馬の採点  

１．すべてのとび方の基礎点を９，５０とする。  

２．１演技とする。（２助走まで） 

３．加 点 

優れた実施に対して０．５０まで加点を与えることができる。 

a）美しい実施に対して 

b）勢いのある元気のいい実施に対して 

c）突き手の効いた大きな跳躍に対して 

d）着地が止まることに対して 

Ⅲ．補 足  

１．この適用規則に記述されていない事項に関しては、現行の採点規則（日本体 

操協会）に準ずる。 

２．補助および補助マットについて  

・事故防止と選手の精神的援助のため、ゆかを除く種目において２名までの補 

 者が立つことが許される。また、ソフトマットの使用も許される。しかしな 

がら、第１条自由演技の原則１．「演技内容は選手の能力に相応していなけ 

ればならない」は厳守しなければならない。  

・鉄棒、段違い平行棒（単バー）においてマットを重ねることによって高さを

調整することを認める。マットを重ねることに対する減点はしない。  

３．禁止技について 

・宙返り転の技（後ろとびひねりからの技を含む） 

Ⅳ．器械寸度（高さは床面から）  

ゆ か：１８ｍのタンブリング板  

円 馬：高さ６０ｃｍ  

跳馬：高さ約１１０ｃｍ（男女共通） 

鉄 棒：高さ２ｍ６０ｃｍ  

段違い平行棒（単バー）：高バー２ｍ４０ｃｍ 低バー１ｍ６０ｃｍ 

平均台：高さ１ｍ２０ｃｍ  


